
実践事例３ 単元の後半で、考え、表現させる学習問題Ⅱづくり

授業の実際 第３学年 「はたらく人とわたしたちのくらし－店ではたらく人－」（第10時／全14時間）

本時の目標

調べて分かった販売の工夫についてまとめ、スーパーマーケットの課題について、解決に向けた自

分の考えとその理由を表現することができる。 (社会的な思考・判断・表現)

本時の授業の様子 ※写真資料は､著作権及び肖像権に配慮し､処理しています。

学 習 活 動 教師の働き掛け(○)、授業改善の手立て（［］）

１ これまでの学習を振り返り、本時のめあてを ○学習問題Ⅰを確認し、本時にその答えを出すと

もつ。 〈学級全体〉 いう目的を明確にするために、教室の掲示物を

使ってこれまでの学習を振り返った。

本時のめあて まとめたことから学習問題Ⅰの答えを考えよう。

２ 販売の工夫のまとめについて、店長さんから ○児童が調べて分かったことを確認するために、

もらったコメントをビデオで確認する。 児童の要望でまとめた内容を店長さんに見ても

〈学級全体〉 らったことを告げ、そのコメントを聞かせるこ

とで児童の追究活動について称賛し、充実感を

もたせた。

○学習問題Ⅰの答えを導くために、売る人、買う

人の言葉の確認や売る人の工夫は必ず買う人の

思いや願いにつながっていたことを確認した。

３ 学習問題Ⅰについてまとめる。 〈学級全体〉○学習のまとめとして、調べる視点をキーワード

にして学習問題Ⅰの答えを書かせた。

［複数の情報を関連付けて考えさせ､適切に表現さ

せる手立て］

〈キーワードにした調べる視点〉

安さ 品揃え 新鮮 便利 店の外

○数名の児童に発表

させ、お店の工夫

と買う人や地域の

人の願いに関連付

けられたことを称

賛した。

児童が調べたお店の工夫をまとめた掲示物

児童がまとめたワークシートの記述

新鮮さの工夫だと思って

見付けたのは？

お客さんに選んでも

らうためでした。

佐賀県産や○○市産など

産地が値札に書いてあり

ました。

外国から運ばれてきた

品物もありましたね。
学習の振り返りに使った掲示物

は学習問題Ⅰ

間違いありませんでし

た。よくまとまってい

ましたよ。

やったあ!頑張ってよかった。

はキーワード
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４ 店長さんの感想やこれからの店づくりへの思 ○店長さんからのコメントには、続きがあること

いについてのコメントから、学習問題Ⅱをつく を告げ、聞きたいという思いをもたせた上でビ

る。 〈個人・学級全体〉 デオを見せた。

○コメントの中から解決すべき新しい課題に気付

かせるために、店長さんの店づくりへの思いを

板書することで課題を焦点化して考えさせた。

［問題意識をもたせる発問例］

・店長さんの思いは何ですか。

・みんなに協力できることがあるのかな。

・どんなアイデアが考えられる？

・どうすればよいってアドバイスできるかな。

○事前の「買い物調べ」の結果を提示することで

〈児童の反応〉 買う人の願いに目を向けさせることで、もっと

・もっと品物を安くすればよい（安さの工夫） お客さんを増やすアイデアがないか問い掛けた。

・もっと新鮮な品物にすればよい（新鮮さの工夫）○児童が考えたアイデアを基に、「もっと安く」

と「もっと新鮮に」の２つ工夫に絞って考えて

いくことを確認した。

○学習したことを振り返らせ、「新鮮さ（品質を

よくする）」と「安さ（価格を下げる）」を同時

に工夫することができるのかを問い掛け、どち

らかをアドバイスしようと持ち掛けた。

○現時点で、自分が優先させるべきと思う工夫を

選ばせ、その理由をワークシートに記述させた。

【評価】

【努力を要すると判断した児童への支援】

板書に書き加えた「おいしさ」や「安心」、「も

うけ」、「お客さんがうれしそう」などの言葉を

手掛かりにさせ、自分が優先させるべきと思う

工夫を選ばせ、選ぶ決め手となった言葉をキー

ワードにして理由を書かせた。

○意図的に異なる意見の児童に発表させ、選択が

分かれたことを確認し、児童がそれぞれの理由

を比較し始めたところで、再度、どちらがよい

かを問うことで、もっと調べたい、比べて考え

直したいという発言を引き出し、児童の言葉を

用いて学習問題Ⅱをつくった。

児童と共につくった学習問題Ⅱ「調べたスーパーマーケットにもっとお客さんが来るために、どちら

を先にしたらいいか考えよう。」

５ 本時の振り返りと次時の見通しをもつ。 ○学習問題Ⅱに対する自分の考えを次時から深め

〈学級全体〉 ていくことを確認し、もっと調べたいことはな

いかを問い掛け、「もう一度お家の人にインタビ

ューをする」や「他の店も調べて見る」などの

意見を基に、これからの学習計画を立てた。

児童が記述したワークシート

お客さんの安心・安全

を大切にしています。

そして，もっとたく

さんの人に買い物に

来てほしいです。

どちらもいいアイデアだと思うけれど，

新鮮さと安さのどちらをより大切にすべ

きかな？
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本時の成果と課題 ○…成果、●…課題

○学習問題Ⅱについて考えたことを適切に表現させるために意思決定を迫った。その際､２つのアイ

デアに絞り､販売者の立場で新鮮さと安さの視点から考えさせたことで、３年生の児童でも自分の

言葉で理由付けをしながら自分の考えを記述することができていた。このような活動を繰り返す

ことで児童の表現力を高めることができると考える。

○学習問題Ⅰの追究活動をまとめさせる際に、調べて分かったことや考えたことを児童の言葉を使

って図に整理したことで、店の工夫とお客さんの願いとの関連が視覚化でき、児童が複数の情報

を関連付けて考える手掛かりになったと考える。

●学習問題Ⅰのまとめを記述させる際に、キーワードを使って書かせたが、キーワードが５つあっ

たために、児童が総合して考えることに難しさを感じていた。キーワードとなる言葉を選択させ

たり、焦点化させるための問い掛け、問い返しを行ったりする必要があった。

●学習問題Ⅱをつくる際に、店長さんからのコメントのビデオを基に問題意識を醸成しようと考え

たが、児童が考えたいという意識より、店長さんが言っているから考えなくてはならないという

使命感が強くなってしまったようである。児童の考えに問い返し、より多くの考えを出させたり、

他店の資料を提示して比較させたりするなど､児童が新たな問題を発見できるようにする手立てを

工夫する必要があったと考える。

本時の最終的な板書
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